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６
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ワ
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ヱ
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    ハ
、
直
訳
文
（
現
在
語
表
記
） 

ア
ヤ
マ 

ア
の
ヤ
マ
の 

 

中
ウ
ツ 

ロ
ヰ
が 

 
 

ア
ワ
の
砂 

 

九
星 

の
胞
衣
の 

 

む
ね
ぞ
編 

み
け
る 

 

ニ
、
ア
ヤ
マ
の
解
説 

ア
ヤ
マ
と
は
、
古
代
の
宇
宙
史
観
を
顧
み
る
占
い
で
す
。 

壮
大
な
ア
（
天
・
宇
宙
）
の
こ
と
で
す
。
ク
ニ
タ
マ
（
地
球
）
で
は
天
中
主
神
の
御
世
の
頃
に
な
り
ま
す
。

ウ
ツ
ホ
（
地
球
の
大
気
圏
）
の
ヤ
マ
（
山
）
の
中
に
住
ん
で
い
た
ウ
ツ
ロ
ヰ
が
、
フ
ト
マ
ニ
図
の
中
心
に
鎮

座
す
る
天
中
主
神
よ
り
勅
を
受
け
ま
し
た
。
勅
の
内
容
は
、
「
ウ
ツ
ロ
ヰ
の
皆
で
、
天
（
宇
宙
）
に
点
在
す

る
地
の
砂
（
宇
宙
の
塵
）
を
浚
っ
て
、
九
星
（
次
頁
③
九
星
を
参
照
）
の
胞
衣
（
宇
宙
で
の
九
星
神
の
座
る

定
位
置
）
の
宗
（
お
お
も
と
）
ぞ
と
な
る
神
座
を
編
み
け
る
（
編
み
上
げ
る
）
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

 



（
補
足
説
明
・
ア
ヤ
マ
を
紐
解
く
鍵
） 

「
ア
ヤ
マ
」
を
現
在
文
に
書
き
直
し
ま
す
と
、
左
文
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

天
山 

天
の
山
の 
中
ウ
ツ 

ロ
ヰ
が 

 

ア
ワ
の
砂 

 

九
星 

の
胞
衣
の 

む
ね
ぞ
編 

み
け
る 

そ
し
て
、
「
中
」
「
ウ
ツ
ロ
ヰ
」
「
ア
ワ
の
砂
」
よ
り
連
想
さ
れ
る
ホ
ツ
マ
の
文
章
は
、
２
４
ア
ヤ
（
綾
）

４
１
～
４
２
に
な
る
よ
う
で
す
。 

だ
が
、 

こ
の
文
章
の
元
は
、
ア
マ
テ
ル
神
の
孫
の
二
二
キ
ネ
の
御
世
で
あ

り
、
年
代
は
２
９
鈴
５
０
１
枝
３
８
穂
の
如
月
過
ぎ
で
あ
り
、
フ
ト
マ
ニ
が
作
ら
れ
た
以
降
の
記
述
に
な
る
よ

う
で
す
。 

 

２
４
ア
ヤ
（
綾
）
４
１
～
４
２ 

 

「
中
の
地
も
が
な 

ウ
ツ
ロ
ヰ
が 

ア
ワ
海
浚
え 

三
尾
の
地
と 

人
担
い
来
て 

朝
の
間
に 

中
峰
な

せ
ば 

神
の
名
も 

ヰ
ヅ
朝
間
峰
」 

そ
こ
で
、
こ
の
「
ア
ヤ
マ
」
を
紐
解
く
鍵
を
、
「
中
」
「
ウ
ツ
ロ
ヰ
」
「
ア
ワ
」
以
外
の
①
「
天
の
山
」
、 

    

②
「
ア
ワ
の
砂
」
、
③
「
九
星
の
胞
衣
」
、
④
「
む
ね
」
、
⑤
「
編
み
け
る
」
か
ら
調
べ
て
見
ま
し
た
。 

 調
査
結
果 

① 

「
ア
ヤ
マ
」
は
、
ホ
ツ
マ
、
ミ
カ
サ
フ
ミ
に
は
記
述
さ
れ
な
い
言
葉
の
よ
う
で
す
。 

② 

「
ア
ワ
の
砂
」
を
一
音
節
に
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
訳
し
ま
す
と
、
「
ア
」
は
天
、
「
ワ
」
は
地
に
な
り

「
ア
ワ
の
砂
」
は
「
天
地
の
砂
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

③ 

「
九
星
の
胞
衣
」
の
「
九
星
」
は
、
天
常
立
神
の
九
星
を
云
い
、
更
に
、
九
星
は
、
天
上
に
居
ま
す
御
中
主

神
（
１
神
）
と
、
そ
の
外
周
に
居
ま
す
元
々
神
（
８
神
）
を
意
味
し
、
「
胞
衣
」
の
意
味
は
、
胎
児
を
包
ん

で
い
た
膜
や
胎
盤
な
ど
か
ら
、
胎
星
を
包
ん
で
い
た
宇
宙
と
な
り
、
「
九
星
の
胞
衣
」
は
御
中
主
神
、
元
々

神
（
８
神
）
を
包
む
宇
宙
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。 

④ 

「
む
ね
」
を
現
在
文
に
し
ま
す
と
「
宗
」
に
な
り
、
「
お
お
も
と
」
を
意
味
し
ま
す
。 

⑤ 

「
編
み
け
る
」
の
「
編
む
」
は
、
何
も
な
い
所
か
ら
「
あ
る
も
の
」
を
用
い
て
、
か
ら
ま
せ
て
作
る
こ
と
に

な
る
よ
う
で
す
。
前
述
の
よ
う
に
調
べ
て
来
ま
す
と
、
「
九
星
（
御
中
主
神
他
）
の
胞
衣
」
「
宗
（
お
お
も

と
）
」
が
大
き
く
意
味
を
持
っ
て
来
る
よ
う
で
あ
り
、
御
中
主
神
の
云
々
と
来
ま
す
と
、
年
代
的
に
は
ア
マ

テ
ル
神
よ
り
相
当
古
代
の
よ
う
で
す
。
す
る
と
、
「
天
の
山
」
「
天
地
の
砂
」
の
意
味
も
変
わ
っ
て
来
て
、

こ
の
「
ア
ヤ
マ
」
の
出
来
事
は
、
ク
ニ
タ
マ
（
地
球
）
の
創
世
記
の
出
来
事
に
由
来
す
る
壮
大
な
物
語
に
思

え
て
来
ま
す
。 


